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地域・暮らし事業分野地域・暮らし事業分野　地域貢献活動に積極的に取り組みます

食料・農業事業分野食料・農業事業分野　農業者所得増大・農業生産の拡大を目指します

協同・組織運営事業分野協同・組織運営事業分野　多様な仲間と協同の力を発揮します

特集
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「ＪＡの自己改革に関する組合員アンケート」
調査結果のご報告

総合事業の継続や准組合員事業利用に高評価

継続すべき
57.5%

どちらかといえば
継続すべき
32.4%

どちらかといえば
特化すべき
6.８%

農業関連事業に
特化すべき
3.3%

必要だと
感じる
61.5%

どちらかと
いえば感じる
31.1%

どちらかといえば
感じない
5.8%

感じない
1.6%

制限しないほうがよい
８7.5%

制限した方がよい
12.5%

●調査期間：平成30年12月～令和元年12月

●回答者数

❶ＪＡの必要性

❹自己改革への評価（農業関連事業について）

❷総合事業の継続

❸准組合員の事業利用の制限

正組合員 准組合員 合　計

7,248人 5,038人 12,286人

「期待している」 「満足」 「改善した」
「もともと良い」

94.7％

期待度 満足度 改善度

営農指導事業 79.5％

正・准組合員の89.9％が、
「総合事業を継続すべき」と
回答しています。【肯定的回答割合】

正・准組合員の92.6％が、
「ＪＡは必要な存在だと感じる」と
回答しています。【肯定的回答割合】

87.5％

94.2％農畜産物販売事業 81.2％85.8％
93.2％生産資材購買事業 77.6％84.2％

　「准組合員の事業利用制限」につ
いては、准組合員のくらしの利便性
や正組合員の農業やくらしに大きな
影響が出ることが懸念されます。

正・准組合員の87.5％が
「事業の利用は制限しない方が
よい」と回答しています。

期待度は「期待」「やや期待」「どちらかと言えば期待」、満足度は「満足」「やや満足」
「どちらかと言えば満足」、改善度は「もともと良い」「改善した」「改善しつつある」
を集計しています。

～最後に～

引き続き、
ＪＡえひめ南は
自己改革に
取り組みます。
※主な取り組み内容をご紹介いたします。
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春ブロッコリーを
栽培してみませんか？
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ＪＡ宇和島営農センター（0895-22-8175） 　ＪＡ伊予吉田営農センター（0895-52-2939）　ＪＡ三間営農センター（0895-58-3322）
ＪＡ鬼北営農センター（0895-45-1313）　ＪＡ津島営農センター（0895-32-5951）　ＪＡ南宇和営農センター（0895-72-1160）
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